
 令和２年度 事業報告 
 

社会福祉法人 野の花学園 
 

 

１．総 括 

安倍首相が令和２年８月２８日、持病の潰瘍性大腸炎の悪化を理由に辞任する意

向を表明した。第１次内閣の２００７年９月に退陣した際も同じ持病の悪化が原因

であった。 

  在職日数は、２０１２年１２月の第２次内閣発足から連続で７年８か月余、第１

次内閣を含めた通算では３１８８日で、いずれも歴代１位を記録する歴史的な長期

政権であった。 

  第２次安部内閣は、経済政策「アベノミクス」を推進し、消費税率を８％、１０％

と２度にわたって引き上げた。 

  安倍一強体制は盤石であるように見えたが、一方で、新型コロナウイルス感染症

対応のまずさが批判されたほか、森友・加計学園を巡る問題など長期政権のほころ

びも目立った。辞任後の１１月には、首相在任中の桜を見る会の前夜祭を巡り、政

治資金規正法違反の疑いが浮上している。 

安倍首相の突然の辞任を受け、９月１６日に第９９代の首相には、安倍政権で内

閣官房長官を務めた菅義偉氏で２人の候補者を破っての就任となった。 

  新型コロナウイルスの感染拡大を受け、政府は４月７日、緊急事態宣言を発令し

た。当初は東京都など７都府県が対象だったが、１６日に全国に拡大した。国民に

外出自粛を呼びかけ、遊興施設や商業施設など幅広い業種に休業を要請。繁華街や

駅から人の姿がめっきり減った。 

緊急事態宣言に先立ち、政府は２月２８日、全国の小中学校や高校などを３月２

日から春休みまで一斉休校とするよう要請した。その後の緊急事態宣言の発令もあ

って、休校は長いところで３か月に及んだ。 

  街ではマスクやアルコール消毒液などの品薄が続き、買い占めや高額転売が相次

いだ。病院では、入院病床や医療物資の不足が問題となった。緊急事態宣言は５月

下旬に全面解除されたがその後も混乱は続いた。 

  社会的距離の確保やマスク着用などの「新しい生活様式」が浸透し、自宅などで

勤務するテレワークをはじめ、感染リスクが高まるとされる「３密」を回避する動

きが広まった。 

  新型コロナウイルスの猛威は夏に行われるはずだった東京五輪・パラリンピック

を直撃し、１年の延期が決まった。 

コロナ禍の中、追い打ちをかけるように７月４日、九州を中心に記録的な豪雨が

発生し、河川の氾濫や土砂災害が相次ぎ、九州５県で７７人が死亡し、２人が行方

不明となった。 

新型コロナウイルスの影響は、野の花学園においても過去に経験したことがない

大きな問題となり、対応を間違えば法人存亡の危機と捉え、福田量理事長を対策本

部長とする対策本部を組織し、感染防止に総力を挙げて取り組んだ。 

利用者の安全を最優先し、保護者の面会禁止をはじめ関係者の施設内入室禁止な

どを断行した。 

利用者約１，２００人、職員約４００人近くを擁する本法人の危機管理が真に試

されることとなったが、利用者、保護者、職員の皆さんへ諸々の厳しい規制をお願

いするなど、足元まで忍び寄るコロナの感染から利用者及び職員を守るための水際



対策に総力を挙げて戦った。 

その結果、完全ブロックとまではいかなかったが、本年度中にグループホームの

利用者１名と職員１名の陽性者を出すことになった。いずれも入院することなく２

週間の隔離で回復し、クラスターという最悪の事態には至らず胸をなでおろした。 

しかし、今なお予断を許さない状況にあることは言うまでもなく、気を緩めるわ

けにはいかない。 

創立６０周年記念事業として施設整備、とりわけ第一野の花学園の建て替え工事

を平成２８年から着手したが、完成を間近にして、コロナ感染の影響を受けること

となり、人材と資材不足から建設現場は大変な混乱であった。 

それでも関係者の並々ならぬ努力により約 4年の歳月をかけた建て替え工事は１

件の事故もなく令和２年９月には晴れて全面竣工の運びとなり、１０月から新生第

１野の花学園での利用者支援が開始された。 

本年度から取り組むことになった次の４件の新規事業は何れも福岡市及び旧筑

紫郡５市の指定管理事業であるが、コロナ感染拡大の中、休館を余儀なくされるこ

とが多く波乱の事業開始となった。 

①障がい者スポーツセンター、 ②早良障がい者フレンドホーム  

③西障がい者フレンドホーム、 ④筑紫地区地域活動支援センター 

法人全体の経営は、コロナ禍の影響で大幅な減収も覚悟したが、在宅支援（利用

者は通所せず電話等で支援を提供する体制）による代替支援が適用されることにな

ったことから、歴史的大規模減収という最悪のシナリオは避けることができた。 

本法人の収益の柱であるコア事業収入は、平成３０年度は１７億８，７００万円、

令和元年度は１９億４，４００万円、令和２年度は２４億５，８００万円となり、

法人の事業活動は今なお拡大傾向にある。 

現状は、安定経営が維持されているが、将来展望としては、悲観的な見方も間違

いではない状況にある。その大きな要因は、少子高齢化の伸展による社会保障費の

膨張にあるが、３年おきに行われる支援費報酬が改定のたびごとにマイナス改定が

示すところである。 

（平成２１年度報酬改定＋５．１％、２４年度＋２．０％、２７年度±０％、３０

年度＋０．４７％、令和３年度＋０．５６％の増額改定となっている。いずれも＋

改定となっているが、すべての報酬の平均であり、実質の報酬は大幅減収となって

いる。） 

更なる経営の合理化が求められるが、その選択肢の一つに不採算事業の整理、法

人合併や連携、近年厚労省が進める社会福祉連携推進法人への参画などが考えられ

る。 

いずれにしても、利用者に経営合理化のしわ寄せが押し付けられることが無いよ

うに細心の配慮をもって臨むべきであり、それが創立から６０年間守り通してきた

当法人の理念であり目指すところである。 

 

２．会議等の開催 

（１ 評議員会 年１回（決議省略） 

評議員８人 

（１）定時評議員会：令和２年６月２９日（月） 

（決議の省略により評議員会の決議があったものとみなされた日） 

     ※新型コロナウイルス感染症対策のため 

同意書提出者：評議員８人中８人 

 



〔協議〕 

 第１号議案 令和元年度事業報告の件 

 第２号議案 令和元年度収支決算及び監査報告の件 

第３号議案 定款変更の件 

第４号議案 役員及び評議員の報酬等に関する規程改正の件 

第５号議案 第一野の花学園建替工事の件 

 

（２ 理事会 年２回（うち、決議省略１回） 

理事７人 

監事２人 

 

（１）第１回理事会：令和２年６月１２日(金)  

（決議の省略により理事会の決議があったものとみなされた日） 

    ※新型コロナウイルス感染症対策のため 

同意書提出者：理事７人中７人 

    確認書提出者：監事２人中２人 

〔協議〕 

 １．令和元年度事業報告の件 

 ２．令和元年度収支決算及び監査報告の件 

 ３．評議員交代の件 

 ４．定款変更の件 

 ５．役員及び評議員の報酬等に関する規程改正の件 

 ６．諸規程改正の件  

 ７．第一野の花学園建替工事の件 

 ８．創立６０周年記念行事の件 

９．令和２年度定時評議員会開催の件 

   

（２）第２回理事会：令和３年３月２９日（月）１１：００ 

       会 場：野の花学園法人本部会議室（Ｗｅｂ会議） 

出席者：理事７人中５人、監事２人中２人 

〔協議〕 

 １．令和２年度補正予算の件 

２．令和３年度事業計画の件 

３．令和３年度収支予算の件 

４．野の花富楽和の件（紙上） 

５．キャリアサポート天神 就労継続支援Ｂ型事業開設の件（紙上協議） 

６．五灯館大学校の訪問型事業の件（紙上協議） 

７．放課後等デイサービス野芥（仮称）開設の件（紙上協議） 

８．経理規程第６６条による随意契約の件（紙上協議） 

９．定款変更の件（紙上協議） 

10．給与規程改正の件（紙上協議） 

11．施設長人事の件（紙上協議） 

12．評議員会決議省略の件（紙上協議） 

 

（３ 評議員選任・解任委員会 年１回 

１）令和２年６月１５日（月） 



（書面審議により承認があったものとみなされた日） 

※新型コロナウイルス感染症対策のため 

承認書提出者：委員４人  

〔協議〕 

１．評議員の交代に伴う新評議員会の選任の件 

 

（４ 会計監査・業務監査（年５日） 

令和２年５月２日（土）ふよう学園、なのみ学園、五灯館大学校、 

キャリサポ福岡・天神、就業（野の花）拠点 

５月 ６日（日）第二学園拠点 

５月 ９日（土）第一学園、志摩日々菜々、富楽和、 

児童発達支援拠点（１日目） 

５月１３日（水）第一学園、志摩日々菜々、富楽和、 

児童発達支援拠点（２日目） 

 ５月１５日（金）本部、第三、まどか、ちくぜん、就業（ちくぜん）拠点 

 

３．創立６０周年記念事業 

（１ 募金活動 

平成３１年３月２７日の平成３０年度第４回理事会で、創立６０周年記念事

業として野の花学園の施設整備と障がい福祉の啓蒙活動を目的に広く社会に対

して募金の依頼を行うことを決定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２ 施設整備 

 （１）第一野の花学園施設入所支援棟建替工事 

   平成２８年１２月１日から大規模な移転改築工事に着手、令和２年５月１４

日に新施設入所支援棟の施主検査を行った。また、同年５月２５日には指定確

認検査機関（ビューローベリタスジャパン株式会社）から「仮使用認定通知」

を受領し、同年６月１日から施設入所支援棟及び給食棟の使用を開始した。 

同年８月２６日には指定確認検査機関（ビューローベリタスジャパン株式会

社）から「検査済証」を受領し、９月に外構工事を含むすべての工事及び検査

を完了し、施工業者からの引渡しを受けた。 

 

①設計監理 

  株式会社ＩＷＡＫＩＲＩ．Ｓ．Ａ．（那珂川市今光３－１６６） 

②移転改築工事 

ａ．契約金額   ６５４，４８０，０００円 

   追加契約金額 ２６３，５２０，０００円 

   合 計    ９１８，０００，０００円 

ｂ．工期    平成２８年１２月１日～令和２年９月末日 

ｃ．落札（施工）業者 

       株式会社東部産業（福岡市東区原田１丁目１番２１号） 

③入札参加状況 

１１社案内中、５社参加 

商 号 又 は 名 称 商 号 又 は 名 称 

○ 株式会社へいせい ○ 松井建設株式会社 九州支店 

○ 株式会社東部産業  株式会社百田工務店 

 株式会社内藤工務店  株式会社谷川建設 



 株式会社奥村組 九州支店  株式会社旭工務店 

○ アスミオ．株式会社  松尾建設株式会社 福岡支店 

○ 梅林建設株式会社 福岡支店   

※○印は参加業者 

 

④遺跡調査について 

第一野の花学園の建設予定地地下に弥生時代の遺跡が存在することが判明

したことから次の通り発掘調査を実施することになった。 

   

ａ．遺跡名    今津古墳群Ａ群・今津Ａ遺跡 

ｂ．調査対象面積 ４０３㎡ 

ｃ．調査期間   平成２９年１０月～１１月 

ｄ．費用     １，８６５，７７０円 

 

（２）第一野の花学園施設入所支援棟代替移転改築工事（空調換気設備工事） 

①設計監理 

    株式会社ＩＷＡＫＩＲＩ．Ｓ．Ａ．（那珂川市今光３－１６６） 

②空調換気設備工事 

ａ．契約金額（変更前）４４，６０４，０００円 

      （変更後）４４，２８０，０００円 

ｂ．工期  （変更前）平成２８年１２月１５日～平成３０年２月２８日 

      （変更後）令和 元年 ６月 １日～令和 ２年５月３１日 

ｃ．契約（施工）業者 

        （変更前）東テク株式会社（福岡市博多区榎田２丁目１番１８号） 

        （変更後）空輝工業株式会社（大野城市仲畑３丁目３番３８号） 

③契約の承継 

（変更前） 

東テク株式会社は、旧・株式会社ディー・エス・テックと合併のうえ事業

承継をしたため、当該会社と契約を改めて締結した。 

（変更後） 

さらに、空輝工業株式会社（ダイキン工業株式会社推薦）が当初の見積指

名業者であったものの施工管理体制に万全を期すため、ダイキン工業株式会

社の提案により旧・株式会社ディー・エス・テック、後の東テク株式会社と

なった。 

このような経緯があったものの、空輝工業株式会社において施工管理・品

質管理ができるようになったことから、東テク株式会社から空輝工業株式会

社に工事を承継のうえ、空輝工業株式会社に変更した。 

 

（３ 記念行事 

（１）検討委員会 

創立６０周年記念イベントを開催するため検討委員会を設立し、令和元年度は

９回を開催、次のイベント案を決定した。しかし、今後の感染リスクを考慮し、

苦渋の中止を決定した。 

 

    創立６０周年記念イベント（案） 

テ ー マ：「野の花学園 共に生きる ６０年の軌跡」 



開 催 日：令和２年１０月２４日（土） 

会   場：福岡市民会館（１７７０名収容） 

演目・演者：瑞宝太鼓（社会福祉法人 南高愛隣会） 

            記念特別講演（金澤 泰子氏） 

      記念演奏（精華女子高等学校吹奏楽部） 

後   援：福岡市・福岡県・西日本新聞社 

 

 
                                   配布チラシ（案） 

 

（４ 創立６０周年記念誌 

（１）編集委員会 

      創立６０周年記念誌の編集を検討する委員会を設立し令和２年度は８回開催

（令和元年度は５回開催）した。 

 



（５ 特別表彰 

（１）受賞者 

   創立６０周年を記念し次の特別表彰を決定した。 

支援者 ４名  

評議員 ８名  

役 員 ９名  

職 員１６名 

正規職員以外のうち 10年以上勤続者 

 

 

（６ 記念碑建立 

    創立６０周年記念碑を設置した。 

 
                         創立６０周年記念碑 

 

４．実施事業等 

（１ 第一種社会福祉事業 

（１）障害者支援施設 第一野の花学園 

①日中活動支援： 

生活介護（定員６０名）、自立訓練（定員１０名）、就労継続Ｂ型（定員２４

名）、就労移行（定員９名）※平成２９年度から休止中 

②生活支援： 

施設入所支援（定員６０名）、 

③短期入所（定員６名） 

 

（２）障害者支援施設 第二野の花学園 

①日中活動支援： 

 生活介護（定員６５名）、就労継続Ｂ型（定員５０名） 

②生活支援： 

施設入所支援（定員７０名） 

③短期入所（定員６名）  



 

（３）救護施設野の花（定員５０名） 

 

（２ 第二種社会福祉事業 

（１）障害福祉サービス事業 

①共同生活援助事業 

（第一野の花学園グループホーム１４か所５８名、第六野の花グループホー

ム１か所１７名、グループホーム東３か所８名、フラワー３か所１９名） 

②居宅介護事業（ヘルパーステーション野の花） 

③キャリアサポート福岡・天神（五灯館大学校専門課程本校を兼ねる） 

（就労移行支援 福岡２０名、天神１０名、就労定着支援 利用者数２０人以下） 

④第三野の花学園（就労継続Ｂ型 定員２５名、就労移行 定員１５名、 

就労定着支援 利用者数２０人以下） 

⑤障害福祉サービス事業所ちくぜん野の花 

（就労継続Ｂ型 定員２５名、就労移行 定員１５名、就労定着支援 利用者数

２０人以下） 

⑥福岡市立ふよう学園 

（就労継続Ｂ型 定員４２名、就労移行 定員１２名、自立訓練 定員６名） 

⑦福岡市立なのみ学園 

（就労継続Ｂ型 定員４２名、就労移行 定員１２名、自立訓練 定員６名） 

  ⑧大野城市障がい者支援センターまどか・ゆいぱる 

（就労継続Ｂ型 定員１０名、生活介護 定員２０名） 

  ⑨五灯館大学校基礎課程本校（自立訓練 定員２０名） 

⑩志摩日々菜々（就労継続Ｂ型 定員２０名） 

⑪児童発達支援センター野の花（定員３０名） 

⑫障害児通所支援事業（放課後等デイサービス野の花今津）定員１０名 

⑬障害児通所支援事業（放課後等デイサービス野の花姪浜）定員１０名 

⑭障害児通所支援事業（放課後等デイサービス野の花下大利）定員１０名 

⑮障害児通所支援事業（放課後等デイサービス第六野の花） 定員１０名 

  

（２）身体障がい者福祉センター事業 

  ①身体障がい者福祉センターＡ型（福岡市立障がい者スポーツセンター） 

  ②身体障がい者福祉センターＢ型（福岡市立早良障がい者フレンドホーム） 

  ③身体障がい者福祉センターＢ型（福岡市立西障がい者フレンドホーム） 

 

（３）相談支援事業 

①指定相談支援事業（福岡市西区第２障がい者基幹相談支援センター） 

②指定相談支援事業（障がい者ライフサポートセンター野の花東） 

 ③指定特定相談支援事業（大野城市障がい者支援センター） 

④指定相談支援事業（フラワー） 

⑤指定特定相談支援事業（障がい者ライフサポートセンター野の花西） 

⑥障害者就業・生活支援センター事業 



障害者就業・生活支援センター野の花 

障害者就業・生活支援センターちくぜん 

障害者就業・生活支援センターちくし 

  ⑦生活困窮者に対する相談支援事業（救護施設野の花） 

 

 （４）地域生活支援事業 

   ①移動支援事業（ヘルパーステーション野の花） 

   ②日中一時支援事業 

（第一野の花学園（定員６名）、第二野の花学園（定員６名）） 

   ③地域活動支援センター（筑紫地区地域活動支援センター） 

 

（３ 公益事業 

（１）地域生活総合支援センター「支援センター今津」 

（２）地域生活総合支援センター「支援センター夜須」 

（３）障害者雇用納付金関係助成金要領における職場適応援助者支援事業（独立行

政法人高齢・障害者雇用支援機構：ジョブコーチ） 

（４）生の松原特別支援学校放課後等支援事業 

（福岡市委託事業：児童発達支援地区） 

（５）福岡市西区第２障がい者基幹相談支援センター 

 

（４ その他の事業（委託・補助事業・単独事業等） 

（１）障害支援区分認定調査事業  

（２）福岡県障害児等療育支援事業（第二野の花学園） 

 

 

５．会議 

 新型コロナウイルス感染症対策の一環でＷｅｂ会議を導入し、開催を行った。 

（１ 管理者会議 

常務理事及び施設長を構成メンバーに毎月１回を定例とし、令和２年度は１２

回開催した。  

 

（２ 経営企画会議 

常務理事及び施設長を構成メンバーに毎月１回を定例とし、令和２年度は１２

回開催した。 

 

６．人材育成への取り組み 

  職員としての資質とサービスの質の向上を目的とした内部研修会等を自主企

画・実施した。 

 

（１ 役職昇格者辞令交付式 令和２年４月１日（水）１６：３０於法人本部 

 

（２ 入職式 令和２年４月６日（月）１０：００ 

於福岡市立障がい者スポーツセンター 

 



（３ 新入職員入職時研修会 令和２年４月６日（月）１３：００ 

於福岡市立障がい者スポーツセンター 

※新型コロナウイルス感染症予防対策により中止 

 

（４ 職員研修会 毎月２～３回（全３４回）９：００～１７：３０ 

於本部 受講者１０名程度 

※新型コロナウイルス感染症予防対策により中止 

 

（５ 野の花学園合同研修会 令和２年９月２６（土)～９月２７日(日) 

 於 夜須高原青少年自然の家 

※新型コロナウイルス感染症予防対策により中止 

 

（６ 永年勤続表彰 

２０年  

１０年  

 

７．野の花学園後援会との連携 

長年にわたり当法人を側面から支援していただいている後援会との連携強化

を図り、施設運営についての理解を深めてもらうことに努めた。 

（１ 後援会会員への情報提供 

法人の広報紙「野の花だより」に後援会の記事欄を設け、行事案内等を行った。 

（２ 後援会が行う事業への支援  

  （１）春のつどい（４月１８日(土) 於 第一野の花学園） 

  ※新型コロナウイルス感染症予防対策により中止 

 

（２）第７回野の花学園チャリティーゴルフ大会 

（１１月１１日(水)８：００ 於 筑紫ヶ丘ゴルフクラブ） 

 

８．各種団体との連携と参画 

法人及び施設の上部組織等を中心に、各種委員会、研修会、行事等へ参加するこ

とにより連携を図ることに努めた。 

（１ 日本知的障害者福祉協会 

（１）九州地区知的障害者福祉協会 

（２）福岡県知的障がい者福祉協会 

（２ 福岡県社会福祉法人経営者協議会 

（３ 福岡市民間障がい施設協議会 

（４ 全国地域生活支援ネットワーク 

 

９．新型コロナウイルス感染症対策に伴う補助金等 

（１ 福岡県 

（１）令和２年度新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金（障がい分） 

  合計３８，２４１，０００円 

   ア 障がい福祉慰労金事業 １６，２００，０００円 

（＠５０，０００円、３２４人分） 

   イ 感染対策徹底支援事業 １１，９４１，０００円 

（多機能型簡易居室の設置に要する費用を除く） 



   ウ 感染対策徹底支援事業  ６，０００，０００円 

 （多機能型簡易居室の設置に要する費用に限る） 

   エ 利用者への再開支援への助成金事業 ３００，０００円 

   オ 環境整備への助成事業  ３，８００，０００円 

  

（２ 福岡市 

 （１）福岡市高齢者・障がい者介護従事職員に対する特別給付金 

３，４５０，０００円 

 （２）障がい児福祉サービス事業所従事者に対する特別給付金 ６００，０００円 

（３）医療関係者に対する特別給付金            ４００，０００円 

（４）福岡市救護施設職員慰労金支給事業費補助金      ９５０，０００円 

（＠５０，０００円、１９人分） 

 （５）令和 2年度福岡市障がい福祉分野の ICT導入モデル事業 

                             ４，６５６，２６７円 

（６）福岡市障がい者総合支援事業費補助事業 

（新型コロナウイルス感染症対策に係る特別事業分）   ９４９，０８０円 


